
1943年浅草蔵前にて生まれる。
都立工芸高校印刷科を卒業後、創業者である父が開業し

ていた中村印刷所に入社、その後二代目として事業を受け
継ぎ、そこから印刷一筋の仕事に現在も励んでいる。

印刷の仕事もご多分に漏れず変化が顕著に表れてきた。
それは紙媒体から電子媒体に移りつつある昨今、受注産業
から自社開発商品を考える。

2016年１月、満を持して開発した「水平開きノート」が
ネット上で大ブレイク、以降、マスコミによる紹介、特許
取得、各種受賞等の相乗効果により大ヒット商品となり、
世界の子供達に使い易いノートで勉強して貰いたく、世界
各国への特許出願等の費用をクラウドファンディングにて
募集中、さらに書籍、教科書も開きやすくするために開発中。

2016年 １月　朝日新聞・TBS・ヤフーニュース
 ３月　日本版イグノーベル賞受賞
 ５月　日経トレンディ主催　大賞受賞
 ８月　「おじいちゃんのノート」出版
 ９月　日本経済新聞・日刊工業新聞
 10月　女性セブン　１年間のヒット商品
 11月　フジテレビ「とくダネ！」
 12月　NHK　BS１　経済フロントライン（真山　仁氏）
2017年 ９月　夕刊フジ　こんな時代のヒット力
 10月　テレビ朝日「張り紙パイレーツ」（カズレーザー氏）
2018年 １月　J‒COM　東京北人図鑑に出演（大場久美子氏）
 ３月　読売家庭版　今どき便利文具
 ５月　紙パルプ技術協会講演
 ９月　特許庁冊子「とっきょ」掲載
2019年 ２月　北区産業部　ものづくり表彰

ご　あ　ん　な　い

2019年度　総会
日時：5月18日㈯

●記念講演（無料）　午後�1時
　会場　母校視聴覚室

　講師　中村 輝雄氏（昭和38年・P科卒）

　演題　「水平開きノート」の開発
　　　　テレビや特許庁広報誌で紹介された
　　　　ヒット商品の開発ストーリー
　◎在校生の出席を歓迎します。
●総　会　記念講演終了後開催　会場：視聴覚室
●懇親会　総会終了後開催　会場：会議室
　会費／3,000円（会費は当日、受付で申し受けます。）
◆ご出席の方は、同封のハガキに必要事項をご記入のうえ、�
� 必ず4月19日までに投函をお願いします。

記念講演講師 中村輝雄さんプロフィール 「水平開きノート®」が紹介された例（抜粋）

各種の「水平開きノート」 「水平開きノート」に「くまもん」が登場
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誠
実　

元
気

信
愛　

規
律



築
地
工
芸
会　

会
長

大　

賀　
　
　

勉

（
昭
45
・
Ｐ
卒
）

築
地
工
芸
会　

理
事

㈲
坂
巻
工
芸
社

代
表
取
締
役

坂　

巻　

章　

雄

（
昭
55
・
Ａ
卒
）

築
地
工
芸
会　

理
事

「
水
平
開
き
ノ
ー
ト
R」
発
売
元

㈲
中
村
印
刷
所　

代
表
取
締
役

中　

村　

輝　

雄

（
昭
38
・
Ｐ
卒
）

中
京
工
芸
会 

副
会
長

五
反
田　
　
　

稔

（
昭
35
・
Ｍ
卒
）

関
西
工
芸
会 

会
長

丸　

山　

士　

郎

（
昭
43
・
Ａ
卒
）

築
地
工
芸
会　

理
事

㈱
ス
パ
イ
ク

代
表
取
締
役

桜　

井　

洋　

一

（
昭
43
・
Ｆ
卒
）

㈱
フ
ォ
レ
ス
ト

会
長茂　

木　

益　

雄

（
昭
30
・
Ｐ
卒
）

石
原
エ
デ
ィ
タ
ー
事
務
所

石　

原　

義　

久

（
昭
30
・
Ｐ
卒
）

中
京
工
芸
会 

会
長

下
山
田　

信
一
郎

（
昭
23
・
Ｍ
卒
）

撮影・神山隆夫（昭43・A卒）

築
地
工
芸
会 

理
事

中　

山　
　
　

清

（
昭
33
・
Ｍ
卒
）

築
地
工
芸
会 

監
事

㈲
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
ム

代
表
取
締
役

細　

江　

邦　

雄

（
昭
41
・
Ｍ
卒
）

築
地
工
芸
会 

理
事

神　

山　

隆　

夫

（
昭
43
・
Ａ
卒
）

㈱
た
き
工
房　

㈱
日
本
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
フ
ォ
ト

㈱
ワ
ー
ク
ア
ッ
プ
た
き　

㈱
イ
ン
パ
ク
ト
た
き

㈱
タ
ク
ト  

㈱
ブ
ラ
ン　

㈱
た
き
Ｃ
１

㈱
た
き
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

滝　

澤　

方　

美

（
昭
29
・
Ｄ
卒
）

築
地
工
芸
会 

副
会
長

梶　
　
　

広　

幸

（
昭
44
・
Ｄ
卒
）

㈱
ソ
フ
ケ
ン  

代
表
取
締
役

駒　

村　

武　

夫

（
昭
40
・
Ｄ
卒
）

築
地
工
芸
会 

理
事

荒　

井　

拓　

哉

（
昭
35
・
Ｄ
卒
）

OB・OG作品展示はD科の展示を
終了し、A科の作品を展示してい
ます。ぜひご覧ください。
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●
築
地
工
芸
会

 

会
長
就
任
の
ご
挨
拶

新
会
長　

大
賀　
　

勉

　

こ
の
度
、
理
事
会
に
て
築
地
工
芸
会
会
長

の
ご
指
名
い
た
だ
き
ま
し
た
。
何
卒
宜
し
く

●
退
任
の
ご
挨
拶

前
会
長　

坂
巻　

章
雄

　

都
立
工
芸
高
校
同
窓
会
会
員
の
皆
様
、
平

素
は
築
地
工
芸
会
の
活
動
に
対
し
、ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
わ
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

お
願
い
致
し
ま
す
。
大
変
、
歴
史
と
伝
統
の

あ
る
同
窓
会
で
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
組
織
の
活
性
化
と
充
実
感

の
あ
る
運
営
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

工
芸
高
校
卒
業
生
の
多
く
の
方
々
は
、

様
々
な
学
ん
だ
知
識
や
経
験
を
多
様
な
形
で

進
化
さ
せ
、
幅
広
い
分
野
で
ご
活
躍
し
て
お

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
一
方
で
出
会

っ
た
恩
師
や
諸
先
輩
、
仲
間
は
、
い
つ
ま
で

も
心
に
残
り
懐
か
し
く
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

繋
が
り
の
中
で
お
互
い
が
現
在
、
未
来
へ
と

知
恵
や
勇
気
を
湧
出
さ
せ
、
行
動
力
を
奮
い

立
た
せ
て
い
る
面
も
多
く
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。「
不
易
と
流
行
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
が
、
学
ん
だ
知
識
や
技
術
は

ま
す
。

　

任
期
満
了
に
よ
り
３
月
末
を
持
ち
ま
し

て
、
築
地
工
芸
会
会
長
役
を
卒
業
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
３
年
間
を
振
り
返
り
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

前
桜
井
会
長
よ
り
、
築
地
工
芸
会
を
引
き

継
ぎ
、
多
く
の
方
々
に
ご
支
援
を
賜
わ
り
微

力
な
が
ら
大
役
を
閉
じ
る
こ
と
に
改
め
て
皆

様
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
３
年
間
、
桜
井
会
長
よ
り
引
き
継
ぎ

同
窓
会
名
簿
の
更
新
を
は
じ
め
、
創
立
１
１

０
周
年
記
念
行
事
の
開
催
と
大
き
な
学
校
行

事
が
有
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
学
校
と
の
行

事
進
行
の
調
整
、
打
ち
合
わ
せ
が
始
ま
り
、

文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
は
、
在
校
生
、
教

職
員
、
ご
来
賓
の
皆
様
な
ど
１
２
０
０
名
を

超
え
る
方
々
が
参
集
し
、
記
念
行
事
を
行
な

ど
ん
ど
ん
変
わ
り
、
絶
え
ず
新
し
さ
を
求
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
は

情
報
革
新
に
よ
っ
て
日
々
接
す
る
情
報
量
は

飛
躍
的
に
増
大
し
て
お
り
、
そ
の
選
択
や
評

価
は
よ
り
難
し
い
環
境
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
こ
そ
人
と
人
と
の

交
流
や
情
報
交
換
、
そ
し
て
信
頼
関
係
の
あ

る
「
人
の
絆
」
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
時

間
の
経
過
と
共
に
過
去
は
次
第
に
遠
退
い
て

い
き
ま
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
一
方
で
工
芸
高

校
で
学
ん
だ
絆
を
大
切
に
し
、
過
去
形
で
終

わ
ら
ず
「
今
の
自
分
の
活
力
」
に
な
れ
る
事

が
あ
れ
ば
素
晴
ら
し
い
事
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
今
後
、
築
地
工
芸
会
の
運
営
で
は
具

体
的
な
活
動
と
し
て
、
会
報
誌
の
企
画
内
容

や
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
な
る
質
の
ア
ッ
プ
、

え
た
こ
と
は
感
極
ま
る
も
の
が
有
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
築
地
工
芸
会
（
同
窓
会
）
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
再
構
築
も
行
な
わ
れ
、
同
窓
生
同

士
の
絆
を
強
固
な
も
の
に
で
き
た
の
み
な
ら

ず
、
工
芸
高
校
を
目
指
す
中
学
生
、
保
護
者

の
方
々
、
更
に
多
く
の
方
に
母
校
工
芸
高
校

と
築
地
工
芸
会
（
同
窓
会
）
活
動
に
触
れ
て

い
た
だ
く
な
ど
充
実
し
た
広
報
も
徐
々
に
伸

び
始
め
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
新
天
皇
の
即
位
と
新
時
代
が
始

ま
り
ま
す
。
更
に
来
年
に
は
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０
の
開

催
な
ど
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
、
日
本
国

内
に
留
ま
ら
ず
世
界
に
向
け
た
発
信
が
で
き

る
チ
ャ
ン
ス
が
や
っ
て
参
り
ま
す
。

　

次
期
新
会
長
役
に
は
、
Ｐ
・
Ｇ
科
の
大
賀

総
会
や
在
校
生
と
の
交
流
の
場
な
ど
で
は
更

な
る
充
実
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
合
わ
せ
て
今
後
の
運
営
を
通
し
て
築
地

工
芸
会
の
原
点
と
な
る
意
義
や
目
的
、
役
割

も
理
事
会
で
議
論
し
な
が
ら
深
め
、
明
文
化

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
様
々
な
企
画

立
案
と
そ
の
実
現
に
は
、
よ
り
多
く
の
皆
様

の
ア
イ
デ
ア
や
行
動
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

皆
様
の
ご
協
力
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
ま
た
５
月
18
日
行
わ
れ
る
総
会
で
の
記

念
講
演
会
も
話
題
性
の
高
い
企
画
で
す
。
是

非
ご
参
加
下
さ
い
。
最
後
に
３
年
間
に
わ
た

り
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
坂
巻
前
会
長
に
は
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
昭
和
45
年
Ｐ
科
卒
）

氏
が
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
す
。

　

築
地
工
芸
会
が
世
界
に
向
け
飛
躍
さ
れ
る

こ
と
に
大
い
に
期
待
し
、
わ
く
わ
く
し
て
お

り
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
長
就
任
期
間
中
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
事
務
局
の
荒
井
さ
ん
、神
山
さ
ん
、

理
事
の
皆
様
、
会
員
の
皆
様
、
前
田
校
長
並

び
前
鳥
屋
尾
校
長
、
教
職
員
の
皆
様
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
保
護
者
の
皆
様
、
そ
の
他
に
ご
支
援

を
賜
わ
り
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

母
校
工
芸
高
校
、
同
窓
会
の
益
々
の
ご
発

展
を
祈
念
し
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
昭
和
55
年
Ａ
科
卒
）
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◎
一
般
寄
付
・
ご
芳
名

　

昨
年
７
月
11
日
以
降
、
本
年
２
月
10
日
ま

で
、
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
々
は

次
の
通
り
で
す
。
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

石
井
清
一
、
紫
藤
竹
夫
、
藤
木
周
一
郎
、
中

澤
泰
男
、
浅
井
将
治
、
松
田
正
巳
、
清
水
和

男
、
松
村
大
悟
、
田
中
重
美
、
高
橋
佳
久
、

村
上
五
雄
、
片
山
忠
久
、
浜
田
真
和
、
馬
場

和
夫
、
竹
田
登
、
佐
藤
勇
、
塩
原
巌
、
佐
野

一
義
、
内
藤
亮
一
、
橘
正
春
、
横
山
一
雄
、

木
村
昭
和
、
山
崎
邦
男
、
関
根
伸
司
、
若
松

延
男
、
中
村
輝
雄
、
石
井
比
功
次
、
大
井
三

喜
男
、
岩
崎
あ
ゆ
み
、
黒
田
次
郎
、
牧
野
昇
、

高
坂
一
彦
、
宝
田
満
男
、
福
田
満
、
五
十
嵐

智
則
、
高
木
隆
匡
、
川
上
三
恵
子
、
大
鳥
身

吉
、
横
尾
浩
、
大
橋
守
、
甲
賀
真
人
、
戸
原

正
之
、
赤
木
智
美
、
田
中
秀
、
佐
藤
秀
男
、

内
藤
亮
一
、
渡
辺
一
孝
、
丸
山
士
郎
、
中
澤

美
佐
子
、
吉
田
積
人
、
森
永
富
美
子
、
谷
友

子
、
浅
黄
由
美
、
平
井
光
吉
、
永
坂
景
子
、

服
部
彩
佳
、
熊
澤
ひ
よ
り
、
下
山
田
信
一
郎
、

鈴
木
次
雄
、
小
島
英
義
、
小
佐
々
憲
、
菅
野

登
、
伊
東
渉
、
石
山
絢
子
、
橘
和
美
咲
、
江

端
恒
太
郎
、
大
久
保
勇
、
宇
田
川
徳
治
、
平

光
和
人
、
黒
木
賢
治
、
安
永
麻
衣
子
、
山
林

愛
実
、
田
隝
美
沙
、
粉
川
愛
理
、
山
岸
瑞
季
、

伊
藤
嘉
一
、
矢
沢
四
郎
、
田
辺
廣
、
鎌
田
隆
、

山
下
行
夫
、
畔
上
八
寿
男
、
小
林
重
行
、
梶

野
晋
ノ
介
、
片
岡
英
夫
、
間
中
辰
男
、
菊
地

道
夫
、
数
野
博
久
、
山
田
恵
穂
、
根
津
孝
雄
、

栗
原
武
司
、
池
田
博
、
都
築
晋
平
、
福
島
歌

奈
子
、
松
下
明
莉
、
石
黒
真
衣
、
名
倉
幸
夫
、

佐
野
光
範
、
西
多
玲
奈
、
小
野
崎
昇
、
牛
込

源
晃
、
曽
我
部
上
、
田
口
寿
恒
、
山
本
良
子
、

村
田
恵
子
、
傳
法
谷
珠
子
、
坂
内
好
夫
、
萱

沼
実
、
伊
崎
憲
利
、
今
川
大
志
、
渡
辺
康
孝
、

服
部
一
、
須
藤
幸
平
、
坂
中
修
、
鎌
田
隆
、

保
科
和
夫
、
山
下
行
夫
、
吉
田
光
男
、
小
川

政
之
、
大
久
保
健
二
、
山
口
積
善
、
請
地
伸

二
、
清
水
宏
、
佐
藤
雅
樹
、
古
平
修
二
、
吉

田
和
子
、
石
田
武
史
、
紅
林
正
司
、
丹
羽
治

久
、
久
世
佳
史
、
古
谷
芳

２
０
１
８
年
度
累
計

�

六
三
二
、
〇
〇
〇
円

◆
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

　

２
０
１
９
年
度
は
役
員
改
選
の
年
で
、
当

番
科
は
Ａ
科
か
ら
Ｐ
・
Ｇ
科
と
な
り
ま
す
。

（
任
期
２
年
）。

２
０
１
９
・
２
０
２
０
年
度
役
員（
敬
称
略
）

会　

長　
大
賀　
　

勉
（
Ｐ
・
Ｇ
科
・
昭
45
）

副
会
長　
磯
野　
　

祥
（
Ａ
科
・
平
１
）

　
　
　
　
細
江　

邦
雄
（
Ｍ
科
・
昭
41
）

　
　
　
　
岡
田　

里
美
（
Ｆ
・
Ｉ
科
・
平
１
）

　
　
　
　
佐
々
木
慎
一
（
Ｐ
・
Ｇ
科
・
昭
48
）

　
　
　
　
梶　
　

広
幸
（
Ｄ
科
・
昭
44
）

理　

事

Ａ
（
ア
ー
ト
ク
ラ
フ
ト
科
）

杉
本　

勉
（
昭
36
）、
井
上　

正
治
（
昭
42
）、

神
山　

隆
夫
（
昭
43
）、
堀
越　

敏
晴
（
昭
43
）、

高
木　

実
（
昭
48
）、
石
井　

正
美
（
昭
54
）、

高
木
家
守
子
（
昭
54
）、
坂
巻　

章
雄
（
昭
55
）、

松
本　

礼
（
平
２
）、
佐
藤　

充
俊
（
平
17
）、

染
谷　

実
紅
（
平
23
）

Ｍ
（
マ
シ
ン
ク
ラ
フ
ト
科
）

大
鳥　

身
吉
（
昭
29
）、
中
田　

実
（
昭
29
）、

落
合　

忠
（
昭
33
）、
中
山　

清
（
昭
33
）、 

松
井　

辰
弘
（
昭
34
）、
篠
宮　

秀
雄
（
昭
42
）、

坂
元　

勝
彦
（
昭
48
）、
佐
藤　

浩
久
（
昭
56
）、

藤
岡　

俊
平
（
平
26
）

Ｆ
・
Ｉ
（
イ
ン
テ
リ
ア
科
）

中
丸　

啓
（
昭
30
）、
森
谷　

延
周
（
昭
32
）、

関　

公
宇
（
昭
39
）、
桜
井　

洋
一
（
昭
43
）、

池
田　

成
孝
（
昭
60
）、
伊
東　

久
江
（
昭
60
）、

佐
藤　

貴
志
（
平
１
）、
明
間　

秀
信
（
平
２
）、

坪
井　

裕　

（
平
２
）、
宮
田　

潤
一
（
平
２
）、

久
保
田　

晃
（
平
５
）、久
保
田
真
奈
美
（
平
５
）

Ｐ
・
Ｇ
（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ツ
科
）

数
野　

博
久
（
昭
32
）、
中
村　

輝
雄
（
昭
38
）、

都
築　

晋
平
（
昭
51
）、
大
澤　

正
則
（
昭
59
）、

井
出　

賢
一
（
昭
61
）、
久
保
木
秋
徳
（
昭
63
）、

岡
崎　

晴
重
（
平
２
）、
渡
辺　

富
一
（
平
５
）、

福
田　

善
志
（
平
元
）、
冨
成　

世
梨
（
平
20
）、

佐
藤
万
里
子
（
平
20
）、
野
田　

彩
夏
（
平
29
）

Ｄ
（
デ
ザ
イ
ン
科
）

荒
井　

拓
哉
（
昭
35
）、
岩
井　

昌
代
（
昭
39
）、

中
山
れ
い
こ
（
昭
41
）、
福
田　

哲
夫
（
昭
42
）、

鈴
木　

陽
子
（
昭
46
）、
清
水　

一
忠
（
昭
47
）、

佐
藤　

秀
男
（
昭
51
）、
長
江　

豊
美
（
昭
54
）、

半
田　

悟
（
昭
54
）、
久
世　

佳
史
（
昭
62
）

地
方
支
部

下
山
田
信
一
郎
（
昭
23
Ｍ
）
中
京
支
部

丸
山　

士
郎
（
昭
43
Ａ
）　

関
西
支
部

監　

事

関　

公
宇
（
昭
39
Ｉ
）・
細
江　

邦
雄
（
昭
41
Ｍ
）

　

前
回
の
会
報
１
７
２
号
以
後
、
本
会
宛
正

式
に
ご
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
方
々
は
、
次
の

皆
様
で
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま

す
。（　

）
内
は
逝
去
さ
れ
た
日
で
す
。

岩
田　
　

正
氏　

元
職
員

神
田　

久
正
氏　

昭
10
・
Ｍ
卒
（
30
・
９
・
20
）

塚
本　

清
人
氏　

昭
17
・
Ｍ
卒
（
30
）

堀
江　

良
夫
氏　

昭
20
・
Ｍ
卒
（
30
・
９
・
24
）

木
村　

昭
和
氏　

昭
21
・
Ａ
卒
（
30
・
10
）

中
野　
　

清
氏　

昭
22
・
Ａ
卒
（
30
・
７
・
18
）

鈴
木　

統
一
氏　

昭
27
・
Ｍ
卒

宮
坂　

栄
二
氏　

昭
28
・
Ａ
卒
（
30
・
12
・
４
）

青
柳　

信
雄
氏　

昭
28
・
Ｍ
卒
（
30
・
６
・
３
）

山
田
二
三
雄
氏　

昭
29
・
Ａ
卒
（
30
・
８
・
22
）

岸　
　
　

寛
氏　

昭
29
・
Ｍ
卒
（
30
・
12
・
31
）

倉
嶋　

一
郎
氏　

昭
30
・
Ｍ
卒
（
30
・
２
・
29
）

佐
藤　

義
男
氏　

昭
32
・
Ｐ
卒
（
29
・
５
・
10
）

高
木　

隆
匡
氏　

昭
34
・
Ｍ
卒
（
29
・
５
・
25
）

天
川　

博
邦
氏　

昭
34
・
Ｍ
卒
（
30
・
10
・
６
）

滝
山　

貞
二
氏　

昭
35
・
Ｆ
卒
（
29
・
10
・
９
）

佐
藤　

誠
一
氏　

昭
36
・
Ｍ
卒
（
30
・
９
・
11
）

斉
藤　

一
億
氏　

昭
36
・
Ｐ
卒
（
30
・
９
）

平
野
佐
和
子
氏　

昭
37
・
Ｄ
卒
（
30
・
４
・
23
）

秋
山　

雅
信
氏　

昭
38
・
Ｐ
卒
（
29
・
５
・
10
）

永
井　
　

徹
氏　

昭
39
・
Ｐ
卒
（
30
・
10
・
３
）

太
田　

泰
介
氏　

昭
41
・
Ｐ
卒
（
30
・
２
）

田
原　
　

宏
氏　

昭
41
・
Ｐ
卒

鈴
木　
　

健
氏　

昭
51
・
Ａ
卒
（
30
・
12
・
７
）

事
務
局
よ
り

訃
報

●
支
部
だ
よ
り

I.F.パートナーズ特許事務所
弁理士　中山　清
（昭33年M科）

〒101-0064
東京都千代田区猿楽町2-8-16
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電話　03-5577-3025
FAX　03-5577-3027
Email　nakayama@ifpat.gr.jp
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●
第
55
回
中
京
工
芸
会
総
会

　

中
京
工
芸
会
総
会
は
毎
年
10
月
の
第
３
日

曜
日
と
決
め
て
い
ま
し
た
が
、
現
役
の
方
の

ご
意
見
・
地
域
の
祭
典
な
ど
と
重
な
っ
た
こ

と
も
有
っ
て
、
11
月
中
旬
開
催
と
し
、
平
成

最
後
の
第
55
回
総
会
を
11
月
18
日
㈰
12
時
～

名
古
屋
「
日
本
料
理　

大
森
」
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

築
地
工
芸
会
よ
り
坂
巻
会
長
さ
ん
（
Ａ
55

卒
）、
荒
井
理
事
さ
ん
（
Ｄ
35
卒
）、
細
江
理

事
さ
ん
（
Ｍ
41
卒
）、
横
浜
か
ら
は
岩
崎
龍

二
さ
ん
（
Ｍ
35
卒
）
が
御
来
名
頂
き
ま
し
た
。

荒
井
理
事
さ
ん
は
築
地
工
芸
会
会
長
時
代
に

も
お
越
し
頂
い
て
久
し
振
り
の
再
会
で
し

た
。
関
西
工
芸
会
は
現
役
の
方
で
、
ど
う
し

て
も
調
整
叶
わ
ず
欠
席
と
な
り
残
念
で
し

た
。
総
勢
14
名
の
方
々
が
出
席
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。

　

話
題
は
、
古
い
学
び
舎
の
こ
と
、
現
在
女

子
主
流
の
新
校
舎
の
こ
と
、
出
席
の
皆
さ
ん

の
近
況
等
々
尽
き
る
こ
と
な
く
談
笑
が
絶
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
特
に
今
回
は
小
林
正
裕
さ

ん
（
Ｍ
55
卒
）
が
約
20
年
振
り
に
出
席
下
さ

っ
た
こ
と
が
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
又
１
年

前
に
亡
く
な
っ
た
、
西
田
篤
生
様
の
副
会
長

の
席
が
空
席
で
し
た
が
、
岩
佐
泰
樹
さ
ん

（
Ｄ
40
卒
）
が
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
な

風
を
吹
き
込
ん
で
頂
け
る
と
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　

歓
談
終
了
後
は
、
名
古
屋
城
構
内
の
「
金

シ
ャ
チ
横
丁
」
を
探
索
し
、
流
れ
解
散
で
し

た
が
、
余
韻
の
残
る
思
い
出
に
な
れ
ば
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

●
中
京
工
芸
会
節
分
会

　

毎
年
、
中
京
工
芸
会
総
会
の
会
場
の
女

将
・
若
女
将
が
節
分
の
時
期
に
、
古
来
の
美

人
に
甦
る
行
事
に
重
ね
て
、
中
京
工
芸
会
も

「
節
分
の
日
」
と
し
て
役
員
会
を
兼
ね
た
有

志
の
方
と
の
歓
談
・
そ
の
年
の
総
会
内
容
を

確
認
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
２
月
１
日
㈮
17
時
～
「
名
古
屋　

う
な
ぎ　

し
ら
河　

淨
心
本
店
」
に
て
開
催

し
ま
し
た
。
出
席
者
は
下
山
田
信
一
郎
会
長

（
Ｍ
23
卒
）・
五
反
田
稔
副
会
長
（
Ｍ
35
卒
）・

岩
佐
泰
樹
副
会
長
（
Ｄ

40
卒
）・
安
藤
孝
久
さ

ん
（
Ｍ
35
卒
）・
畑
中

ひ
と
美
さ
ん
（
Ｐ
42

卒
）・
井
上
京
子
さ
ん

（
Ｆ
50
卒
）・
長
谷
川
充

さ
ん
（
Ｄ
50
卒
）
の
７

名
が
出
席
し
て
頂
き
ま

し
た
。
女
性
が
３
人
入

っ
て
頂
い
た
こ
と
は
、

頼
も
し
い
限
り
で
す
。

特
に
今
年
は
中
京
工
芸

会
総
会
が
第
55
回
迄
１

回
も
欠
か
さ
ず
に
続
け
て
き
た
こ
と
で
「
諸

先
輩
が
築
い
て
き
た
中
京
工
芸
会
の
灯
を
消

し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
議
論

を
し
ま
し
た
。

　

以
下
の
通
り
決
ま
り
ま
し
た
。

１　

本
年
の
総
会
日
程

日
時
：
２
０
１
９
年
11
月
17
日
㈰
12
時
～

場
所
：
名
古
屋
「
日
本
料
理　

大
森
」

２　

改
革
内
容

・
会
長
・
副
会
長
の
仕
事
の
分
担

・ 

今
後
の
人
事
案
検
討
→
総
会
の
決
済
事
項

に
付
き
、
11
／
17
総
会
で
議
事
案
と
し
て

提
案
予
定
。

 

中
京
工
芸
会　

副
会
長

 

五
反
田　

稔
（
昭
35
・
Ｍ
卒
）

●
２
０
１
８
年
度　

関
西
工
芸
会
の
集
い

　

２
０
１
８
年
11
月
３
日
に
58
回
目
と
な
る

関
西
工
芸
会
の
集
い
を
、
今
ま
で
は
京
都
・

大
阪
を
中
心
に
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

昨
年
は
久
し
ぶ
り
に
神
戸
は
日
本
一
の
酒
処

と
し
て
有
名
な
灘
五
郷
と
呼
ば
れ
る
地
域
に

あ
る
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
晩
餐
会
で
飲
ま
れ

る
日
本
酒『
福
寿
』を
作
る
酒
蔵
の
料
亭『
さ

か
ば
や
し
』
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

関
東
か
ら
は
築
地
工
芸
会
理
事
の
神
山
先

生
と
細
江
さ
ん
、
愛
知
県
を
中
心
に
活
動
し

て
い
る
中
京
工
芸
会
よ
り
下
山
田
会
長
と
五

反
田
副
会
長
が
遠
方
か
ら
参
加
し
て
下
さ
い

ま
し
た
！

　

現
在
関
西
工
芸
会
の
会
員
は
大
学
生
か
ら

90
代
の
大
先
輩
ま
で
54
名
が
登
録
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
今
回
は
女
性
１
名
を
含
む
３
名
の

初
参
加
者
が
お
り
総
勢
16
名
で
盛
大
に
開
催

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
！
出
席
し
て
下
さ
っ

た
皆
様
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

昼
食
会
の

後
は
敷
地
内

に
あ
る
酒
蔵

を
見
学
し
ま

し
た
。
ほ
ろ

酔
い
の
中
、

美
味
し
い
日

本
酒
が
出
来

上
が
る
工
程

を
映
像
と
実

際
の
現
場
を

見
な
が
ら
学

生
時
代
に
戻
っ
た
か
の
よ
う
に
賑
や
か
に
楽

し
く
見
学
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

在
校
生
及
び
日
本
全
国
で
活
躍
す
る
工
芸

高
校
同
窓
の
皆
様
の
関
西
工
芸
交
流
の
架
け

橋
に
な
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
年
に
１
回

の
集
い
を
開
催
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
関
西

に
転
入
さ
れ
て
来
ら
れ
る
方
が
お
り
ま
し
た

ら
築
地
工
芸
会
ま
で
是
非
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

関
西
工
芸
会
事
務
局

 

ハ
イ
ジ
ュ
エ
リ
ー
職
人　

松
田　

健

●
支
部
だ
よ
り

第55回中京工芸会　総会

中京工芸会　節分会

関西工芸会の集い

●
２
０
１
８
年
度　

工
芸
祭

　

２
０
１
８
年
度　

工
芸
祭
は
、
10
月

27
日
㈯
・
28
日
㈰
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

保
護
者
、
中
学
生
、
卒
業
生
を
は
じ
め

大
勢
の
来
校
者
で
活
気
に
溢
れ
た
工
芸

祭
と
な
り
ま
し
た
。

・ 

Ｄ
Ｍ
・
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
：
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
ア
ー
ツ
科
２
年　

長
谷
川
珠
乙

・ 

記
念
バ
ッ
ジ
デ
ザ
イ
ン
：
ア
ー
ト
ク

ラ
フ
ト
科
３
年　

黒
田　

宙
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人
間
国
宝
・
桂　

盛
仁

金
工
の
世
界

 

─
江
戸
彫
金
の
技
─

 

（
昭
和
39
・
Ａ
卒
）

　

昭
和
39
年
Ａ
科
卒
業
の
桂　

盛
仁
さ
ん

が
、
２
０
１
８
年
12
月
１
日
～
２
０
１
９
年

２
月
11
日
、
練
馬
区
立
美
術
館
に
お
い
て
、

「
人
間
国
宝
・
桂
盛
仁
・
金
工
の
世
界
─
江

戸
彫
金
の
技
─
」
と
題
す
る
個
展
を
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
展
覧
会
で
は
、
桂
盛
仁
さ
ん
の
初
期

作
品
か
ら
近
作
ま
で
が
展
示
さ
れ
る
と
同
時

に
、
併
せ
て
父
上
・
桂
盛
行
氏
、
桂
さ
ん
の

ル
ー
ツ
で
あ
る
二
代
豊
川
光
長
氏
、
桂
光
春

氏
の
貴
重
な
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
以

下
に
展
覧
会
の
図
版
に
桂
さ
ん
が
書
か
れ
た

文
章
を
紹
介
し
ま
す
。

桂　

盛
仁
の
金
工

　

私
は
小
学
校
低
学
年
か
ら
父
の
仕
事
に
触

れ
、10
歳
頃
よ
り
父
の
手
伝
い
を
し
始
め
た
。

都
立
工
芸
高
校
の
金
属
工
芸
科
に
入
学
し
、

彫
金
・
鍛
金
・
鋳
金
の
基
礎
を
学
ん
だ
も
の

の
、
一
時
金
工
か
ら
離
れ
、
再
び
彫
金
に
戻

る
の
が
、
昭
和
45
年
（
１
９
７
０
）、
25
歳

の
時
で
あ
る
。
翌
年
、
日
本
伝
統
工
芸
展
に

出
品
、
初
入
選
を
果
し
て
い
る
。
そ
れ
以
降

の
作
品
や
そ
の
制
作
ス
タ
イ
ル
を
分
類
す
る

と・
平ひ
ら

象ぞ
う

嵌が
ん

・
金
具
（
高た

か

肉に
く

彫ぼ

り
）

・
打
ち
出
し

・
金
銷け
し

象
嵌

・
肉に
く

象
嵌

・
方
切
彫
り

の
６
つ
に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
説
明
を
加
え

た
い
。

　

平
象
嵌
に
は
線
象
嵌
や
面
象
嵌
な
ど
が
あ

る
が
、
比
較
的
線
象
嵌
は
容
易
な
技
法
の
た

め
、
初
期
の
頃
は
線
象
嵌
を
多
用
し
た
作
品

を
制
作
し
て
い
る
。
≪
四
季　

銀
水
差
≫
は

六
角
形
に
形
作
ら
れ
た
線
象
嵌
の
中
に
“
春

夏
秋
冬
”
の
そ
れ
ぞ
れ
の
文
字
を
抜
い
て
表

現
し
た
も
の
で
、
線
象
嵌
の
最
初
の
作
品
で

あ
る
。
一
方
、
≪
象
嵌
花
瓶
≫
は
面
象
嵌
の

中
で
も
、
大
き
な
紋
金
（
金
属
パ
ー
ツ
）
を

正
確
に
嵌
め
込
む
技
術
の
難
し
さ
が
あ
る
。

一
方
、
≪
象
嵌　

銀
水
差
≫
は
線
象
嵌
と
面

象
嵌
を
組
み
合
わ
せ
て
表
現
し
た
も
の
で
あ

る
。

　

金
具
は
、
父
は
も
ち
ろ
ん
、
代
々
町
彫
り

に
伝
承
さ
れ
た
お
家
芸
で
あ
り
、
江
戸
彫
金

の
代
名
詞
で
あ
る
。
金
具
に
は
刀
装
具
の
目め

抜ぬ
き

・
小こ

柄ず
か

笄こ
う
が
いや

、
た
ば
こ
入
れ
の
前
金
具
な

ど
が
あ
る
が
、
現
在
は
帯
留
金
具
の
み
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
金
具
に
は
立
体
的
に
表

現
す
る
高
肉
彫
り
の
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。
≪
磯
の
木　

帯
留
金
具
≫
は
現
代
風
に

ア
レ
ン
ジ
し
た
打
ち
出
し
作
り
で
、つ
ま
り
、

一
枚
の
金
属
板
で
作
り
上
げ
る
の
で
は
な

く
、
パ
ー
ツ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
モ

ダ
ン
さ
と
軽
妙
さ
を
表
現
し
て
い
る
。
≪
唐

辛
子　

帯
留
金
具
≫
は
２
つ
の
唐
辛
子
の

内
、
片
方
は
青
金
を
使
っ
て
み
ず
み
ず
し
い

唐
辛
子
を
、
片
方
は
緋
銅
技
法
を
使
っ
て
熟

し
た
唐
辛
子
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
は
父

が
復
活
し
た
技
法
を
伝
承
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

打
ち
出
し
は
金
属
の
一
枚
板
を
、
表
か
ら

鏨た
が
ねで
叩
い
て
立
体
を
作
り
上
げ
る
手
法
だ

が
、
高
肉
彫
り
の
金
具
よ
り
も
も
っ
と
高
低

差
を
つ
け
、
彫
刻
の
よ
う
な
造
形
物
を
作
る

技
法
で
あ
る
。
銀
に
よ
っ
て
そ
う
し
た
、
彫

刻
的
な
打
ち
出
し
を
行
う
手
法
は
従
来
よ
り

見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
≪
想　

香
爐
≫
は

１
枚
の
四
分
一
の
板
か
ら
、
鹿
を
突
起
さ
せ

た
も
の
で
あ
る
。
四
分
一
は
硬
く
、
展
延
性

が
極
め
て
少
な
い
上
に
、融
点
が
低
い
た
め
、

立
体
化
す
る
に
は
扱
い
に
く
い
地
金
で
あ

る
。
し
か
し
、
仕
上
が
り
の
色
は
日
本
人
の

心
で
あ
る
侘
び
さ
び
に
通
じ
る
、
シ
ッ
ク
な

色
合
い
を
持
つ
も
の
で
、
そ
の
色
に
は
何
も

の
に
も
代
え
が
た
い
も
の
が
あ
る
た
め
、
あ

え
て
挑
戦
し
た
作
品
で
あ
る
。
こ
う
し
た
試

み
は
平
成
４
年
か
ら
は
じ
め
て
き
た
も
の

で
、
徐
々
に
そ
の
打
ち
出
し
の
高
さ
を
出
す

桂　盛仁さん近影

象嵌　銀水差

唐辛子　帯留金具

想　香爐
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◎
出
品

第
65
回
日
本
伝
統
工
芸
展

　

日
本
橋
三
越
本
店　

本
館
・
新
館

　

７
階
催
物
会
場

・
染
織

松
原　

伸
生
氏
（
昭
和
59
・
Ｄ
卒
）

　
　

長
板
中
形
着
物
「
菱
松
文
」

・
金
工

田
口　

壽
恒
氏
（
昭
和
34
・
Ａ
卒
）

　

人
間
国
宝

　
　

鍛
朧
銀
鉢

桂　

盛
仁
氏
（
昭
和
39
・
Ａ
卒
）

　

人
間
国
宝

　
　

粟
穂　

帯
留
金
具

・
木
竹
工

須
田　

賢
司
氏
（
昭
和
48
・
Ｆ
卒
）

　

人
間
国
宝

　
　

楝
・
楓
拭
漆
賀
奈
目
二
階
棚

　
　

「
阿
布
知
乃
多
奈
」

・
同
時
開
催　

特
別
展
示
─
わ
ざ
を
伝
え
る
─

文
化
財
保
存
事
業
報
告　

　

金
工
＝
「
鍛
金
」
田
口　

壽
恒
氏

「
中
谷
隆
夫
の
器
」
展
（
元
・
Ｄ
科
教
員
）　

　

東
急
吉
祥
寺
店
８
階
美
術
工
芸
品
売
場

こ
と
に
技
術
を
磨
い
た
が
、
≪
雲
海　

香
爐

≫
で
は
、
高
さ
と
と
も
に
、
打
ち
出
さ
れ
た

鷹
の
足
元
を
絞
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
も
挑
戦
し

て
い
る
。

　

金
銷
象
嵌
は
父
、
盛
行
が
完
成
さ
せ
た
技

術
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
、
線
象
嵌
や
面
象

嵌
と
は
異
な
り
、
ぼ
か
し
や
直
線
的
で
な
い

動
き
の
あ
る
線
の
創
出
が
可
能
と
な
る
こ
と

か
ら
、
絵
画
的
な
表
現
に
適
し
て
い
る
。
≪

森
韻　

薫
爐
≫
は
湖
水
の
水
際
に
移
る
森
林

を
描
出
し
た
も
の
で
、
金
銷
象
嵌
な
く
し
て

は
そ
の
幻
想
的
な
絵
画
表
現
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

肉
象
嵌
は
象
嵌
技
法
の
中
で
も
生
地
と
な

る
金
属
に
別
の
金
属
を
盛
り
上
げ
て
埋
め
込

む
表
現
の
こ
と
を
指
す
が
、
私
の
場
合
、
生

地
か
ら
１
㎜
の
厚
み
で
別
の
金
属
板
（
紋

金
）
を
象
嵌
し
、
そ
の
極
薄
の
な
か
で
立
体

的
に
表
現
す
る
こ
と
を
得
意
と
し
て
い
る
。

≪
飛
蝗　

香
盒
≫
で
は
脚
や
触
覚
に
０
・
１

㎜
幅
の
肉
象
嵌
を
施
す
こ
と
に
注
目
さ
れ
た

い
。
通
常
、
０
・
３
㎜
が
限
界
で
あ
る
が
、

あ
え
て
の
挑
戦
で
あ
る
。
一
方
、
≪
道
導
べ　

香
盒
≫
で
は
こ
う
し
た
肉
象
嵌
の
技
法
に
加

え
、
羽
の
部
分
に
螺
鈿
を
用
い
て
多
彩
な
表

現
を
求
め
な
が
ら
、
彫
金
の
新
し
い
可
能
性

を
見
出
し
て
い
る
。

　

４
０
０
年
前
か
ら
伝
わ
る
彫
金
の
基
本
で

あ
る
、
毛
彫
り
と
片
切
り
彫
り
の
技
法
は
二

代
光
長
、
光
春
と
伝
承
さ
れ
、
装
身
具
に
は

よ
く
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
殊
、
工
芸

展
と
い
っ
た
展
覧
会
の
出
品
に
は
、
目
立
た

ず
、
適
さ
な
い
も
の
と
し
て
、
軽
ん
じ
ら
れ

て
き
た
が
、
あ
え
て
、
そ
の
彫
り
の
味
わ
い

と
技
巧
の
再
発
見
を
求
め
て
制
作
し
た
の
が

≪
源
氏
物
語
第
十
四
帖　

澪
評
煙
管
≫
≪
源

氏
物
語
第
五
十
一
帖　

浮
舟
煙
管
≫
で
あ

る
。伝
承
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
る
も
の
の
、

展
覧
会
芸
術
と
し
て
は
主
張
が
弱
く
、
印
象

が
薄
い
た
め
、
≪
雀
文
中
次
≫
の
よ
う
な
片

切
り
彫
り
の
魅
力
を
主
体
と
し
な
が
ら
、
象

嵌
を
併
用
し
た
作
品
を
仕
上
げ
て
い
る
。

　

私
の
技
法
に
関
す
る
興
味
や
習
得
、
そ
し

て
発
表
は
こ
の
よ
う
に
年
代
を
追
う
ご
と
に

変
化
し
て
い
く
。
が
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し

た
技
術
を
ア
レ
ン
ジ
し
、
組
み
合
わ
せ
て
、

一
つ
一
つ
の
作
品
を
作
り
上
げ
て
い
る
。

　

常
に
新
し
い
技
術
や
失
わ
れ
た
技
法
の
再

生
に
挑
戦
し
、
多
く
の
人
た
ち
に
見
て
、
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
、
日
本
伝
統
工
芸
展
な
ど
の
展
覧
会
に
出

品
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
、
刺
激
が
、
自
ら

の
技
術
の
革
新
、
進
歩
に
も
つ
な
が
り
、
ま

た
、
そ
う
し
た
技
術
を
伝
承
し
、
後
進
に
刺

激
と
な
る
よ
う
な
仕
事
を
す
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
精
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

●
校
友
の
活
躍

森韻　薫爐

道導べ　香盒

雀文中次

平成 31 年 3 月 22 日 築　地　工　芸　会　会　報 2019　No.173 7



Ｊ
Ｊ
Ａ
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
ア
ワ
ー
ド

２
０
１
８

日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
会
長
賞
・

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
賞
を
受
賞
さ
れ
た

上
野
彩
香
さ
ん
（
２
０
１
０
年
・
Ａ
卒
）

　

２
０
１
０
年
に
Ａ
科
を
卒
業
し
た
上
野
彩

香
さ
ん
が
Ｊ
Ｊ
Ａ
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
ア

ワ
ー
ド
２
０
１
８
で
、「
日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー

協
会
会
長
賞
・　

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
賞
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。
上
野
さ
ん
の
作
品
制
作
に
対

す
る
考
え
方
や
、
工
芸
時
代
か
ら
の
思
い
出

な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
工
芸
高
校
を
卒
業
後
、
東
京
家
政

大
学
へ
進
学
し
、
金
属
工
芸
以
外
の
技
法
に

も
触
れ
、
現
在
は
、
真
珠
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

の
卸
業
を
主
に
行
っ
て
い
る
東
京
真
珠
株
式

会
社
に
勤
め
て
お
り
ま
す
。
事
務
業
務
を
行

い
な
が
ら
、
真
珠
製
品
の
製
作
作
業
や
デ
ザ

イ
ン
業
務
な
ど
幅
広
く
携
わ
る
中
で
、
弊
社

会
長
か
ら
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
ア
ワ
ー
ド

へ
の
出
品
を
勧
め
て
頂
き
ま
し
た
。

　

学
生
時
代
は
い
き
す
ぎ
た
個
性
的
な
デ
ザ

イ
ン
で
も
許
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
会
社

の
名
前
を
背
負
っ
て
の
出
品
。
自
身
の
技
量

と
セ
ン
ス
の
凡
庸
ぶ
り
を
考
慮
し
た
為
、
デ

ザ
イ
ン
の
仕
事
か
ら
離
れ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
こ
の
よ
う
な
お
話
を
頂
け
た
の
は
大
変

嬉
し
い
反
面
、
重
荷
に
感
じ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

学
生
時
代
は
、
非
常
に
良
い
環
境
に
身
を

置
か
せ
て
頂
い
て
い
た
の
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
全
て
の
課
題
に
真
摯
に
向
き
合
っ
て
い

た
と
は
言
え
ず
、
思
い
置
く
こ
と
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
の
づ
く
り
が
日
常

に
あ
る
環
境
か
ら
離
れ
数
年
を
過
ご
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、デ
ザ
イ
ン
や
も
の
づ
く
り
を
、

そ
し
て
自
分
自
身
を
以
前
よ
り
、
客
観
視
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
時

宜
に
頂
い
た
貴
重
な
機
会
を
無
駄
に
し
な
い

よ
う
、
コ
ン
セ
プ
ト
に
比
重
を
置
い
て
、
大

切
に
デ
ザ
イ
ン
を
し
ま
し
た
。

　

社
内
テ
ー
マ
と
し
て
「
和
」
が
あ
り
ま
し

た
が
、和
風
の
「
和
」
だ
け
に
囚
わ
れ
ず
に
、

テ
ー
マ
を
広
げ
て
ゆ
く
中
で
、
白
い
ア
ウ
ェ

ア
ネ
ス
リ
ボ
ン
に
「
平
和
」
と
い
う
意
味
が

あ
る
の
を
知
り
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
モ
チ
ー
フ
を
掛

け
合
わ
せ
ま
し
た
。
珠
座
部
を
和
柄
の
代
表

で
も
あ
る
七
宝
柄
を
繋
げ
る
こ
と
で
、「
和

の
心
を
繋
げ
る
」
Ｄ
Ｎ
Ａ
モ
チ
ー
フ
か
ら
裾

を
塩
基
対
へ
と
変
化
さ
せ
、「
平
和
の
拡
大
」

を
表
現
す
る
な
ど
、他
に
も
フ
ォ
ル
ム
か
ら
、

パ
ー
ツ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
ま
で
意
味
を
持
た

せ
、
拘
り
ま
し
た
。
私
の
我
儘
が
沢
山
つ
ま

っ
た
デ
ザ
イ
ン
を
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
パ
ー

ツ
を
全
て
ロ
ウ
づ
け
で
組
み
上
げ
て
下
さ
っ

た
職
人
さ
ん
に
は
頭
が
上
が
り
ま
せ
ん
。
工

芸
高
校
で
学
ん
で
い
た
か
ら
こ
そ
、
技
術
力

の
高
さ
が
わ
か
り
ま
す
し
、受
賞
す
る
の
が
、

私
だ
け
で
あ
る
の
が
申
し
訳
な
く
な
り
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
幸
運
に
も
身
に
余
る
光
栄
を
頂

き
ま
し
た
が
、
受
賞
の
有
無
に
関
係
な
く
、

今
回
の
デ
ザ
イ
ン
は
私
自
身
の
気
持
ち
に
大

き
く
変
化
を
も
た
ら
し
、
ま
た
、
も
の
づ
く

り
に
積
極
的
に
触
れ
て
ゆ
き
た
い
と
改
め
て

思
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
幸
い
な

こ
と
に
、
工
芸
高
校
で
得
た
友
人
達
は
今
で

も
色
々
な
形
で
作
品
制
作
を
続
け
て
い
る
方

が
多
く
、
刺
激
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
環

境
に
あ
り
ま
す
。
工
芸
高
校
で
得
た
こ
の
環

境
を
無
駄
に
せ
ず
、
自
身
の
、
そ
し
て
周
り

の
糧
に
も
成
れ
る
よ
う
に
日
々
精
進
し
て
ゆ

き
た
い
で
す
。

＜作品概要＞
◆氏名：　上野　彩香
◆作品名：The�Gene　～平和の遺伝子～
◆ブローチ／K18WG・ロジウムメッキ／
　アコヤパール／ダイヤモンド

「
投
稿
を
歓
迎
し
ま
す
。」

＊ 

皆
様
の
個
展
、
出
品
、
受
賞
、
ク
ラ
ス

会
等
の
様
子
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　

郵
送
先
：
築
地
工
芸
会
（
工
芸
高
校
の
住
所
）

　

メ
ー
ル
送
付
先
：taquya@

nifty.com
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神
田
夏
稀
さ
ん 

第
56
回
技
能 

五
輪
全
国
大
会
で
銅
賞
を
受
賞

 

（
平
成
27
年
・
Ａ
卒
）

　

平
成
27
年
Ａ
科
卒
業
の
神
田
夏
稀
さ
ん
は

第
56
回
技
能
五
輪
お
き
な
わ
大
会
貴
金
属
装

身
具
職
種
に
て
、銅
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

以
下
に
神
田
さ
ん
の
喜
び
の
声
を
紹
介
し
ま

す
。

　

第
56
回
技
能
五
輪
お
き
な
わ
大
会
の
貴
金

属
装
身
具
職
種
に
て
、
銅
賞
を
受
賞
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
栄
誉
あ
る
賞
を
い
た

だ
け
て
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。

　

大
会
当
日
は
、
ロ
シ
ア
よ
り
招
待
選
手
１

名
が
参
加
し
、
通
常
の
大
会
と
は
違
う
環
境

の
も
と
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
競
技
会
場
で

は
、
競
技
を
見
に
来
ら
れ
た
観
客
が
目
の
前

に
い
た
り
、
ガ
ス
設
備
が
い
つ
も
よ
り
火
力

の
上
が
る
も
の
を
使
用
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

本
番
で
は
緊
張
で
手
が
震
え
、
普
段
で
は

あ
り
え
な
い
よ
う
な
ミ
ス
も
起
こ
り
ま
す
。

そ
の
様
な
環
境
の
中
、
如
何
に
普
段
の
実
力

を
出
し
き
り
自
分
に
勝
つ
こ
と
が
で
き
る
か

が
、メ
ダ
ル
受
賞
の
鍵
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
栄
誉
は
決
し
て
自
分
だ
け
の
成
果
で

は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
自
分

を
指
導
し
育
て
て
い
た
だ
い
た
先
輩
方
や
先

生
方
の
お
蔭
で
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
工
芸
高
校
の
先
輩
が
技
能
五
輪
で

メ
ダ
ル
を
取
っ
た
姿
を
見
て
、
自
分
も
メ
ダ

ル
を
取
り
た
い
と
思
い
こ
の
舞
台
に
立
つ
た

め
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
私
が
メ
ダ
ル
を

取
っ
た
こ
と
を
機
に
、
工
芸
高
校
の
後
輩
た

ち
が
も
の
づ
く
り
を
極
め
て
、
技
能
五
輪
に

積
極
的
に
参
加
し
て
く
れ
た
ら
、
と
て
も
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

◎
出
品

改
組　

新　

第
５
回
日
展

　

六
本
木　

国
立
新
美
術
館

春
山　

文
典
（
昭
和
39
・
Ｆ
卒
）

　

「
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ク　

宙
・
華
」

原　
　

典
生
（
昭
和
33
・
Ａ
卒
）

　

「
天
ま
で
と
ど
け
」

田
中　

照
一
（
昭
和
39
・
Ａ
卒
）

　

「
幾
何
模
様
の
箱
」

尾
澤　
　

勇
（
昭
和
57
・
Ａ
卒
）

　

「
風
を
み
る　

八
郎
潟
追
想
」

お
と
な
の
工
芸
祭
二
〇
一
八

デ
ザ
イ
ン
科
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
展
示
会

テ
ー
マ　

夢
・
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ

江
連
誠
・
佐
藤
秀
男
・
永
井
裕
明
・
岩
下
朱

美
・
大
野
早
苗
・
山
口
多
美
子
・
狩
野
浩
之
・

阿
部
め
ぐ
み
・
稲
川
マ
ユ
ミ
・
斉
藤
直
正
・

金
児
剛
夫
・
菊
地
和
浩
・
桜
井
祐
司
・
松
原

伸
生
・
大
竹
美
樹
・
金
子
秀
行
・
橋
本
進
二
・

田
上
か
お
り
・
帆
足
宗
二
郎
・
杉
原
由
美

子
・
遠
藤
裕
美
・
大
豆
生
田
さ
と
み
・
宮
尾

純
子
・
水
沢
あ
ゆ
み
・
池
田
卓
哉
・
高
野
悠
・

鶴
飼
千
春
・
田
上
真
弥
・
君
島
昌
之

神
田
神
保
町　

gallery 

福
果

●
校
友
の
活
躍

春山さんの作品「キュービック　宙・華」

出展メンバー　gallery�福果にて

田中照一さんの作品
「幾何模様の箱」

尾澤さんの作品
「風をみる　八郎潟追想」

原さんの作品
「天までとどけ」
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◎
出
品

作
家
に
よ
る

う
る
し
・
お
わ
ん
・
う
つ
わ
展
２
０
１
８

水
口　

咲
（
平
成
５
・
Ｄ
卒
）

　

 

西
武
池
袋
本
店
６
階
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ�
伝
統
と
革
新
展

水
口　

咲
（
平
成
５
・
Ｄ
卒
）

乾
漆
線
文
合
子

　

そ
ご
う
美
術
館

◎
個
展

髹
漆　

水
口　

咲
（
平
成
５
・
Ｄ
卒
）

普
段
使
い
の
漆
の
器

　

文
京
区　

ス
ペ
ー
ス
た
か
も
り

松
原　

伸
生　

藍
形
染
展（
昭
和
59
・
Ｄ
卒
）

　

九
段
南　

一
口
坂
ギ
ャ
ラ
リ
ー

永
井　

裕
明　

個
展
（
昭
和
51
・
Ｄ
卒
）

装
丁
外
２
“
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｏ
Ｓ
”

　

恵
比
寿　

山
小
屋

阪
上
万
里
英
・
奥　

直
子　

作
品
展

阪
上
万
里
英
・
奥　

直
子
（
平
成
19
・
Ａ
卒
）

「
シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
」

　

本
郷　

gallery &
 books 

ヴ
ァ
リ
エ
テ
本
六

●
昭
和
29
年
Ａ
科
卒
ク
ラ
ス
会

　

我
が
ク
ラ
ス
会
は
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

完
成
に
合
わ
せ
て
、
毎
年
５
月
22
日
に
開
催

す
る
こ
と
に
し
て
、
以
来
毎
年
ツ
リ
ー
を
見

な
が
ら
開
催
を
し
て
い
る
。
今
年
も
、
上
野

東
天
紅
で
９
名
の
参
加
者
で
開
催
し
た
。

　

ク
ラ
ス
会
で
は
学
生
時
代
の
思
い
出
話

や
、健
康
上
な
ど
の
話
題
で
盛
り
上
が
っ
た
。

時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
来
年
も
再

会
出
来
る
こ
と
を
願
っ
て
名
残
惜
し
く
別
れ

た
。

　

卒
業
し
て
65
年
を
経
過
す
る
と
出
席
者
も

少
な
く
な
る
の
で
淋
し
い
が
、
青
春
時
代
の

思
い
出
を
共
有
で
き
る
仲
間
が
い
る
こ
と
は

幸
い
だ
。

　

平
均
寿
命
も
ク
リ
ア
ー
し
た
今
日
、
少
な

く
て
も
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
は
連
続
開

催
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

 

（
山
田
二
三
男
・
南
部
昌
宏
）

●
東
芝
万
年
会　

平
成
三
十
年
度
総
会
開
催

　

平
成
30
年
11
月
13
日
㈫
に
新
宿
の
「
う
お

や
一
丁
西
新
宿
店
」
に
て
東
芝
万
年
会
総
会

を
今
回
は
10
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
開
催

致
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
新
宿
駅
西
口
に
集
合
し
、
動
く
歩

道
を
利
用
し
東
京
都
庁
へ
と
向
か
い
ま
し

た
。
紅
葉
の
美
し
い
移
ろ
い
を
鑑
賞
し
な
が

ら
、
都
庁
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
建
物
を
鑑
賞

し
、
会
議
場
や
展
望
室
か
ら
の
展
望
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

総
会
は
室
谷
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
参
加
者
全
員
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
近
況
や
ト
ピ
ッ
ク
ス
等
の
話
題
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
健
康
（
病
気
自
慢
）
や
、

趣
味
の
こ
と
、
家
族
の
こ
と
等
、
す
ぐ
に
打

ち
解
け
た
雰
囲
気
で
１
年
の
ブ
ラ
ン
ク
を
感

じ
さ
せ
ず
、
楽
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

閉
会
後
新
宿
駅
か
ら
、
元
気
に
再
会
す
る

こ
と
を
約
束
し
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

 

（
Ｄ
科
38
年
卒　

松
本　

孝
）

●
校
友
の
活
躍

水口さんの個展会場

ショートストーリーズ 個展会場で　松原さん

昭和29年A科卒　クラス会

東芝万年会　平成30年度総会

●
ク
ラ
ス
会

●
ク
ラ
ス
会
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●
昭
和
36
年
Ｐ
科
卒
ク
ラ
ス
会

　

卒
業
後
、
早
60
年
に
至
ら
ん
と
し
て
い
ま

す
。
年
に
１
～
２
回
顔
合
わ
せ
の
様
に
集
ま

り
ま
す
。
実
社
会
で
活
躍
中
は
、
な
か
な
か

集
ま
る
の
は
難
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
引
退

後
の
諸
君
に
声
を
掛
け
合
い
、
20
名
程
の
旧

友
が
集
ま
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
連
絡
の
取

れ
な
い
方
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
等
は
合
わ
せ

て
10
名
余
に
も
成
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
年

９
月
末
、
ま
た
一
人
天
上
へ
と
逝
か
れ
ま
し

た
。

　

本
年
２
月
の
ク
ラ
ス
会
で
の
記
念
写
真
を

お
送
り
い
た
し
ま
す
が
、
中
央
に
車
椅
子
で

出
席
さ
れ
た
「
斉
藤
一
億
」
君
の
生
前
に
会

っ
た
最
後
の
勇
姿
と
な
り
ま
し
た
事
を
報
告

致
し
ま
す
。 

（
渡
辺　

昭
）

●
昭
和
39
年
全
日
制
Ａ
科
卒

　

日
展
見
学
と
ミ
ニ
ク
ラ
ス
会

　

11
月
25
日
日
展
最
終
日
に
見
学
。
担
任
安

原
敏
郎
先
生
（
93
歳
）
と
同
級
生
井
出
久
男
、

佐
竹
進
、
里
見
哲
勇
、
田
中
照
一
、
坂
巻
の

６
名
で
田
中
照
一
本
人
の
解
説
で
作
品
「
幾

何
模
様
の
箱
」
を
見
学
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

末
広
町
の
越
後
屋
に
移
り
ヘ
ギ
蕎
麦
で
昼
食

を
兼
ね
て
一
杯
。
ミ
ニ
ク
ラ
ス
会
で
話
に
花

が
咲
き
ま
し
た
。 

（
坂
巻
亨
）

●
昭
和
43
年
Ａ
科
卒
・
卒
業
50
年
ク
ラ
ス
会

　

平
成
31
年
１
月
19
日
㈯

　

卒
業
し
て
半
世
紀
、
久
し
ぶ
り
に
集
ま
り

ま
し
ょ
う
と
の
呼
び
か
け
で
、
東
京
タ
ワ
ー

近
く
、“
ザ
・
プ
リ
ン
ス
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
東

京
”
で
開
催
。
参
加
者
は
ゲ
ス
ト
の
安
原
敏

郎
先
生
含
め
20
名
。
加
え
て
、
葉
書
で
近
況

を
寄
せ
て
く
れ
た
人
９
名
と
い
う
ク
ラ
ス
会

に
な
り
ま
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
が
リ
タ
イ
ヤ
し
、
子
育
て
も
終

え
の
ん
び
り
し
た
世
代
と
な
り
、
ビ
ュ
ッ
フ

ェ
ス
タ
イ
ル
の
パ
ー
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
と
あ
っ

て
思
い
思
い
に
席
を
変
え
な
が
ら
近
況
や
思

い
出
話
に
興
じ
、
賑
や
か
で
楽
し
い
３
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。 

（
堀
越
敏
晴
）

全
日
制

A
R

T
 C

R
A

FT

●�

第
40
回
日
本
新
工
芸
展　

第
１
回
学
生
選
抜
展

　

谷
中
田
美
術
賞　

３
年　

桑
原
瑞
希

●
第
47
回
日
本
金
工
展　
＋21
部
門

　

入
選　

３
年　

秋
山
佳
穂　

佐
藤
寛
太

　

松
浦
美
帆　

横
田
麻
里

●
２
０
１
８
年
度　

東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル

　

�

第
５
回
「
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ�

Ａ
Ｒ
Ｔ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
」

　

最
優
秀
賞　

２
年　

「
み
っ
け
！
工
芸
丸
」

　

 

敢
闘
賞　

２
年　
「
ロ
ボ
ッ
ト（
オ
ア
シ
ス
）が

守
る
未
来
都
市
!!
」　
「
天
の
川
鉄
道
」

M
A

C
H

IN
E

 C
R

A
FT

●
全
国
製
図
コ
ン
ク
ー
ル　

　

最
優
秀
賞　

２
年　

齋
藤
芙
佳

　

優
秀
賞　

２
年　

伊
志
嶺
光　

永
田
優
美

　

遠
藤
暖
斗　

大
垣
諭
史　

大
内
邦
裕

　

佳
作　

２
年　

香
取
輝　

川
上
美
衣
那

　

木
下
祐
希　

井
上
泰
世　

山
本
奈
都

●
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
ゴ
ー
ル
ド

　

３
年　

山
崎
可
純　

日
比
路
花　

都
澤
基

●
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
シ
ル
バ
ー

　

３
年　

渡
邉
佳
菜　

田
澤
勇
飛　

大
竹
桃
菜

　

宮
崎
惠
里　

２
年　

片
岡
航　

遠
藤
暖
斗

IN
T

E
R

IO
R

●
第
12
回
も
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　

ク
ラ
フ
ト
部
門　

優
秀
賞　

２
年　

倉
田
柚
有

　

優
良
賞　

２
年　

束
原
春
華　

三
宮
駿
之
介

　

酒
井
麻
衣

　

奨
励
賞　

２
年　

宮
内
響
己　

齋
藤
伽
音

　

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
部
門

　

優
秀
賞　

２
年　

木
下
凜
々

　

優
良
賞　

２
年　

川
上
恵
美

　

奨
励
賞　

２
年　

井
上
さ
な

●�

平
成
30
年
度
住
ま
い
の
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン　

コ
ン
テ
ス
ト
（
高
校
生
部
門
）

　

優
秀
賞　

２
年　

酒
井
麻
衣

　

奨
励
賞　

２
年　

倉
田
柚
有

●�

第
33
回
デ
ザ
イ
ン
甲
子
園
（
全
国
高
等
学
校
イ

ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
展

　

大
川
市
長
賞　

２
年　

橋
本
彩
衣

　

 

全
国
高
等
学
校
イ
ン
テ
リ
ア
科
教
育
研
究
会
会

長
賞　

２
年　

板
垣
匡
哉

　

福
岡
県
産
業
デ
ザ
イ
ン
協
議
会
会
長
賞

　

２
年　

木
下
凜
々

　

大
川
市
議
会
議
長
賞　

２
年　

星
川
輝
成

●�

建
設
系
高
校
生
作
品
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
２
０
１
７

　

家
具
部
門
審
査
員
特
別
賞

　

３
年　

髙
橋
こ
こ
ろ

　

家
具
部
門
Ｃ
Ｃ
Ｉ
東
京
特
別
賞

　

３
年　

髙
橋
ま
り

　

製
図
部
門
審
査
員
特
別
賞　

３
年　

伊
藤
舞

　

製
図
部
門
Ｃ
Ｃ
Ｉ
東
京
特
別
賞

　

３
年　

田
中
杏
美

　

模
型
部
門
Ｃ
Ｃ
Ｉ
東
京
特
別
賞

　

３
年　

手
塚
千
尋

　

ポ
ス
タ
ー
部
門
最
優
秀
賞　

２
年　

亀
井
優
希

　

ポ
ス
タ
ー
部
門
審
査
員
特
別
賞

　

２
年　

大
岩
直
央

●�

Ｉ
Ｃ
Ｓ　

Ｄ
ｅ
ｓ
ｉ
ｇ
ｎ�

Ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ�

２
０

１
８�

高
校
生
の
部

　

優
秀
賞　

２
年　

井
上
さ
な

　

１
年　

湯
野
拓
也

●�

Ｉ
Ｃ
Ｓ�

畳
の
あ
る
空
間
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

　

最
優
秀
賞　

２
年　

大
城
蒼
生

母
校
だ
よ
り

コ
ン
ク
ー
ル
等
の
入
賞
者
・
成
績

昭和36年P科卒　クラス会

昭和39年A科卒日展見学とミニクラス会

昭和43年A科卒・卒業50年クラス会

●
ク
ラ
ス
会
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●�

共
立
女
子
大
学
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
「
わ
た
し�

to�

デ
ザ
イ
ン
」　

　

学
部
長
賞　

２
年　

上
田
裕
奈

●
第
５
回
全
国
合
板
１
枚
作
品
コ
ン
ペ

　

奨
励
賞　

３
年　

高
橋
ま
り

●
第
31
回
丹
波
の
森
ウ
ッ
ド
ク
ラ
フ
ト
展

　

学
校
賞　

３
年

G
R

A
P

H
IC

 A
R

T
S

●
足
立
区
版
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
婚
姻
届

　

優
秀
賞　

３
年　

吉
岡
真
奈
美

●
２
０
１
８�

染
織
意
匠
図
案
コ
ン
ペ

　

銀
賞　

３
年　

吉
岡
真
奈
美

　

入
賞　

３
年　

長
南
芽
依

●�

第
５
回
高
校
生
「
夢
」
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル�

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
部
門　

入
選　

３
年　

松
廣
結
子

●�

平
成
30
年
度
３
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　

佳
作　

３
年　

花
房
歩
実　

櫻
井
真
奈

●
東
京
消
防
フ
ォ
ト
甲
子
園　

　

最
優
秀
賞　

３
年　

洲
崎
希

　

優
秀
賞　

３
年　

羽
石
海
羽

●
第
３
回�「
Ｐ
Ｒ�

動
画
コ
ン
テ
ス
ト
」

　

優
秀
賞　

３
年　

常
田
福
絵

　

特
別
賞　

３
年　

三
井
柊
輔

●�

川
カ
シ
ャ
！
２
０
１
８
～
第
37
回
川
の
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
～
高
等
学
校
の
部

　

金
賞　

１
年　

井
沢
賢
人

　

銅
賞　

３
年　

安
川
茅
波　

加
藤
万
桜

　

佳
作　

３
年　

佐
藤
海　

松
廣
結
子

　
　
　
　

２
年　

安
孫
子
綾
乃

●
２
０
１
８
年
度
８
０
２
０
運
動
ポ
ス
タ
ー

　

最
優
秀
賞　

３
年　

佐
藤
隼
人

　

優
秀
賞　

３
年　

木
田
瑞
穂

　

入
選　

３
年　

長
南
芽
依　

亀
井
美
緒

　

吉
岡
真
奈
美　

花
房
歩
実　

池
上
歌
那

●
「
い
き
い
き
シ
ニ
ア
の
集
い
」
ポ
ス
タ
ー
部
門

　

最
優
秀
賞
（
採
用
）
２
年　

砂
川
昴

　

優
秀
賞　

２
年　

安
孫
子
綾
乃　

吉
仲
桂
菜

●�

名
古
屋
学
院
大
学
商
学
部
主
催　

第
11
回
Ｐ
Ｏ

Ｐ
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
８　

総
合
部
門

　

優
秀
賞　

３
年　

羽
石
海
羽　

長
南
芽
依

　

奨
励
賞　

３
年　

佐
藤
隼
人

●�

第
14
回
Ｉ
Ｐ
Ａ
「
ひ
ろ
げ
よ
う
情
報
モ
ラ
ル
・

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
コ
ン
ク
ー
ル
」
２
０
１
８　

ポ

ス
タ
ー
部
門　

優
秀
賞
（
警
視
庁
）

　

３
年　

小
川
真
菜　

亀
井
美
緒

　

�

優
秀
賞
（
モ
バ
イ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
推

進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
）　

３
年　

長
南
芽
依

　

優
秀
賞
（
株
式
会
社
カ
ス
ペ
ル
キ
ー
）

　

３
年　

佐
藤
隼
人

　

優
秀
賞
（
実
教
出
版
株
式
会
社
）

　

３
年　

吉
岡
真
奈
美

　

優
秀
賞
（
株
式
会
社
デ
ィ
ー
・
エ
ヌ
・
エ
ー
）

　

３
年　

松
廣
結
子

　

優
秀
賞
（
株
式
会
社
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ル
ド
）

　

３
年　

江
口
菜
々
美

●�

平
成
30
年
度
未
成
年
者
喫
煙
防
止
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル

　

最
優
秀
賞　

３
年　

安
川
茅
波

　

優
秀
賞　

３
年　

木
田
瑞
穂　

松
廣
結
子

　
　
　
　
　

２
年　

石
川
く
る
み　

勝
野
雄
心

●
第
31
回　

道
の
あ
る
風
景
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　

銅
賞　

１
年　

生
田
目
智
輝

　

ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
賞　

３
年　

櫻
井
真
奈

　

努
力
賞　

１
年　

望
月
壮

●�

少
年
の
非
行
防
止
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル�

高
校
生
の
部　

最
優
秀
賞　

３
年　

田
邉
唯

　

優
秀
賞　

３
年　

木
田
瑞
穂

●�

Ｏ
Ａ
Ｃ
学
生
広
告
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ア
ワ
ー
ド

２
０
１
８

　

Ｄ
Ｈ
Ｃ
ア
ワ
ー
ド
映
像
部
門

　

３
年　

池
上
歌
那

　

ニ
ュ
ー
バ
ラ
ン
ス
ア
ワ
ー
ド
映
像
部
門

　

３
年　

小
川
真
菜

●�

高
校
生
書
評
合
戦　

ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
デ
ザ
イ
ン

　

デ
ザ
イ
ン
採
用　

１
年　

篠
原
麗

●
第
14
回
全
日
本
学
校
ポ
ス
タ
ー
甲
子
園

　

優
秀
賞　

２
年　

長
谷
川
珠
乙

●
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
検
定

　

２
級　

２
年　

長
谷
川
珠
乙

D
E

S
IG

N

●�（
冊
子
）都
立
高
校
に
入
学
を
希
望
す
る
皆
さ
ん
へ

　

表
紙
原
画
採
用　

２
年　

永
井
遥

　

挿
絵
採
用　

３
年　

田
中
友
貴　

●
平
成
29
年
度
学
校
要
覧

　

表
紙
原
画
作
成　

３
年　

春
原
未
来

●
文
京
区
社
会
を
明
る
く
す
る
大
会

　

ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
原
画
採
用　

　

１
年　

佐
藤
奈
々
瀬

　

チ
ラ
シ
原
画
採
用　

２
年　

御
給
み
の
り

●
高
校
生
ポ
ス
タ
ー
甲
子
園

　

大
垣
市
教
育
長
賞　

３
年　

西
川
菜
那

　

奨
励
賞　

３
年　

石
崎
友
香　

蓮
百
恵

　

眞
庭
り
え

　

入
選　

３
年　

木
村
紗
妃　

鈴
木
佳
菜

　

中
山
瑠
弥　

松
浦
も
も
か　

松
野
文
音

●
東
京
都
高
等
学
校
工
業
科
生
徒
研
究
成
果
発
表
大
会

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
表
紙
デ
ザ
イ
ン
採
用

　

３
年　

杉
山
双
葉

●
文
京
・
見
ど
こ
ろ
絵
は
が
き
大
賞

　

文
京
ア
カ
デ
ミ
ー
賞　

３
年　

眞
庭
り
え

　

優
秀
賞　

３
年　

鬼
頭
花
菜
子

　

作
品
賞　

３
年　

中
山
瑠
弥　

宮
下
恵
理
歌

　

加
藤
彩
乃

●
東
京
都
高
等
学
校
工
業
科
生
徒
研
究
成
果
発
表
大
会

　

ポ
ス
タ
ー
採
用　

３
年　

杉
山
双
葉

●
文
京
シ
ビ
ッ
ク
オ
ペ
ラ
「
椿
姫
」

　

チ
ラ
シ
イ
ラ
ス
ト
採
用　

３
年　

赤
堀
若
葉

●
お
お
し
ま
手
づ
く
り
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
８

　

銅
賞　

３
年　

杉
山
双
葉

　

富
山
テ
レ
ビ
賞　

３
年　

西
川
菜
那

　

入
選　

３
年　

坂
牧
優　

春
原
未
来　

広
瀬
彩
花

●�（
冊
子
）“
翔
”　

専
門
高
校
生
徒
体
験
発
表
文
・

作
文
・
研
究
文
集

　

表
紙
原
画
採
用　

２
年　

渡
辺
絵
梨
奈

●
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　

東
京
都
入
選　

１
年　

生
越
百
花

　

文
京
区
優
秀
賞　

１
年　

計
８
名
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都
立
工
芸
高
校
内  

築
地
工
芸
会
・
文
京
区
本
郷
一
─
三
─
九　

電
話
○
三
（
三
八
一
四
）
八
七
五
五
呼　
　
　

発
行
者　

大
賀　

勉　
　

印
刷
所　

大
東
印
刷
工
業
株
式
会
社


